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連結業績実績 - 前年同期比較

単位：百万円

項目 FY2017 
【Q1】

FY2017 
【Q2】

FY2017 
【上期】

FY2016 
【上期】 増減額 コメント

売上高 353 408 761 601 160 レンタル売上増加　+110M 
HAL治療サービス増加  +37M

　売上原価 111 125 236 215 21

売上総利益 242 283 525 386 139 粗利率向上（64.3%→69.0%）

　研究開発費 199 195 394 428 -34 新製品の開発や臨床研究の注力　→下期に増加見込

　その他販管費 354 334 687 652 35 租税公課+33M、株主総会費用+10M、その他 -8M

営業利益 -310 -246 -556 -694 138

　営業外収益 54 68 122 1,034 -912 受託研究　-158M　→下期に増加見込 固定資産補助金の減少（主に福島生産拠点等）  -740M　※

　営業外費用 1 5 7 850 -844 株式交付費用（前年度一時費用）の減少 -96M 固定資産圧縮損の減少（主に福島生産拠点等）-740M　※

経常利益 -257 -183 -440 -510 70

当期純利益 -258 -184 -443 -515 72

【2018年3月度 第２四半期：連結損益計算書】
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・売上高：レンタル台数増加等により27%増加 
・赤字縮小 : 営業損益138M改善、経常損益70M改善
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※ 昨年度の福島生産拠点等の固定資産に関連する営業外収益(補助金収入)と営業外損失(固定資産圧縮損)  
    は損益インパクトなし
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事業進捗のハイライトと現況

■日本：適用拡大に向け脳卒中の医師主導治験が進行中(2016/9～) 
■米国：FDA再申請を行い(2017/6)、審査進行中 

             全米最大級のリハ病院グループ Brooks Rehabilitationと治療センター設立で合意(2017/11) 
■欧州：ドイツ公的医療保険に向けた手続き進行中。ポーランドで民間保険適用(2017/6) 
■その他：サウジアラビアで医療機器承認取得し(2017/8)、初出荷(2017/10)

医療用HAL 
世界展開

新製品 
（新モデル）

■HAL腰タイプ 自立支援用：販売開始(2017/10)→高齢者などの体幹・下肢機能の維持向上へ 
■HAL腰タイプ 作業支援用：防塵・防水対応の新モデル投入(2017/12)→屋外など利用範囲拡大

事業推進
■民間保険：大同生命(HAL特約)、AIG(歩行機能向上促進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)、損保ジャパン(包括連携協定) 
■ IoH/IoT：通信・デバイスの合弁会社 Cyberdyne Omni Networks設立(2017/8) 
■事業連携：サイバニクス技術を中心とした新産業創出連携体としてCEJの設立準備
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製品開発

■HAL下肢タイプ(SSサイズ)：低身長への適用(100cm程度から利用可能に) 
■サイバニックインターフェース：近々製品発表予定 
■バイタルセンサー（動脈硬化・心電）：医療機器化へ準備中 →生活習慣病の予防ビジネスへ 
■清掃ロボ：高機能新モデル展開準備（大型商業施設やオフィスビル等に導入予定）
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医療機器認証、保険適用の現状
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Pre-sub 
(2016/11)

＜神経・筋難病＞
医療機器承認 
(2015/11)

公的労災保険 
適用（独） 
(2013/8)

公的医療保険適用に 
向けた手続き（独）
（2015/10）

FDA審査中 
(2017/6～)

民間保険適用
（ポーランド） 
(2017/7)

＜神経・筋難病＞
公的医療保険 
診療開始 
(2016/9)

＜脳卒中＞ 
治験進行中 
（2016/9～）
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111
140

2016/9/2 
難病公的医療保険 
診療開始（日本）

2016/9 
脳卒中 
治験開始 

（単脚モデル）

2015/11 
難病 
薬事承認 
（日本）

2014年以前 
医療機器認証（EU） 
公的労災保険適用（ドイツ） 
難病治験（日本）

78

2015/3 
難病 
薬事申請 
（日本）

国内施設で導入進展（約1年で40施設）
拠点形成も同時に進展
適用拡大に向けた脳卒中の治験が進行中（2016/9～）

製品別稼働台数（医療用下肢タイプ）

188

15/3末14/3末 16/3末

脳卒中 
適用拡大

2016年9月以降国内レンタル：40拠点61台

226

17/9末17/3末

脳卒中治験実施中

日本：脳卒中適用拡大 
米国：FDA承認 
独：公的医療保険　　　　



米国展開
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全米最大級のリハ病院グループBrooks Rehabilitationと 
HALによるサイバニクス治療センター設立で合意（2017/11）

CYBERDYNE株式会社

• グループ全体で年間4万5千人以上の患者数 
• 全米最大級の入院リハ病院 
• 32の外来クリニック（年間3万人以上の患者数） 
• 脳卒中、脊髄損傷等の臨床研究センター

左：山海社長、右：スピーゲルPresident & COO (Brooks Rehabilitation)



欧州展開（ポーランド）
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世界初！　 
医療機関と民間保険*がHAL治療の保険適用に合意（2017/6）
*ワルシャワの医療機関Constance Careが大手保険会社WARTA社と契約（WARTA社の保険に加入する脊髄損傷患者を受け入れ） 
ドイツ公的労災保険と同様、患者一人当たりユーロ換算で約３万ユーロ（約500ユーロ x 60回）をカバー

*Constance CareのFacebookより引用



その他のエリア展開(サウジアラビア)
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医療用HALがSFDA*1より医療機器承認（2017/8） 
ビジネスパートナーのALJ病院に医療用HALを初出荷（2017/10） 

脊髄損傷後遺障害患者：年間新規1万3千人*2（日本の倍以上）

CYBERDYNE株式会社
*3  左から、モハメッド・ジャミールALJ会長、ファキーフ経済企画大臣、山海社長

*1  サウジアラビア食品医薬品局 
*2  2015年 サウジアラビア保健省︎サイトによる

2017/3パートナーシップ調印式*3

ALJ病院（Facebookより引用）
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HAL腰タイプの新モデル展開
12月に第三世代の作業支援用(LB03)出荷開始

FY2015 FY2016 FY2017

Bluetooth
Wi-Fi

4G(5G)

第一世代 第二世代 第三世代

防塵・防水対応 
通信強化

防水対応

作業 
支援用

介護 
支援用

自立 
支援用

2015/3 
CB01 
出荷

2015/2 
LB01 
出荷

2017/12 
LB03 
出荷

2017/10 
FB02 
出荷

2016/11 
CB02 
出荷

センサーベルト
貼り付け電極

通信

電極
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44

498

HAL®介護支援用
89

216

282

2015/2 
作業支援用 
(LB01) 
出荷

2015/3 
介護支援用 
(CB01) 
出荷

HAL®作業支援用

製品別稼働台数（腰タイプ）
下期より自立支援用(FB02)・ 
作業支援用新モデル(LB03)の出荷開始

15/3末14/3末 16/3末

274

714

45

1069

• 自立支援用新モデル 
(FB03) 
• 介護支援用新モデル 
(CB03)

785

17/9末17/3末

988
284

2017/10 
自立支援用 
(FB02) 
出荷開始

2017/12 
作業支援用 

新モデル(LB03) 
出荷開始

2016/11 
介護支援用 

新モデル(CB02) 
出荷
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HAL腰タイプ 自立支援用出荷開始 (2017/10)
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足腰の弱った方などの体幹・下肢機能の維持向上を促進
介護する側も介護される側もサポート

• 従来のHALと同様に、装着者の生体電位信号を読み取り、 
思い通りの動作を実現 

• 約3kgのコンパクト・軽量モデルで装着や操作が容易 
• 装着して体幹動作や立ち座り動作を反復 
→身体そのものの機能回復を促す 
→HALを外した状態での自立度を高める期待
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HAL腰タイプ作業支援用新モデル出荷開始 (2017/12) 
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防塵・防水対応により屋内外の様々な現場で利用可能に

• 防塵・防水対応 
→雨天時や粉塵の多い建設現場などの屋外作業 
→高湿の屋内作業 

• 通信強化（屋内外全域をカバー） 
→IoH/IoT*によるネットワーク化 

*IoH: Internet of Humans, IoT:Internet of Things
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大同生命「HALプラス特約」発売開始 (2017/7)
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HALを活用した難病治療を保障する業界初の保険商品

5/9 日刊工業新聞
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AIG   HALによる歩行機能向上促進プログラム(2017/10) 
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AIGジャパンと連携して神奈川県内の脊損受傷小中高生に 
「歩く」ことへの意欲増進の機会を提供

左からノディンAIGジャパン社長、黒岩神奈川県知事、山海社長

神奈川県ホームページより引用



損保ジャパン日本興亜と包括業務連携 (2017/10) 
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革新的サイバニクス技術とリスクファイナンスの融合による
健康で豊かな社会システムの構築へ 

CYBERDYNE株式会社
左：山海社長、右：西澤社長(損保ジャパン日本興亜)10/25 フジサンケイビジネスアイ



Cyberdyne Omni Networks社設立(2017/8) 
（サイバーダイン・オムニネットワークス社）
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あらゆるヒトやものがインターネットでつながる 
IoH/IoT*に関する通信・デバイス事業 

CYBERDYNE株式会社

*Internet of Humans / Internet of Things 
（ヒトのインターネット/モノのインターネット）
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本書には、当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がなされています。これらの
記述は、当社が本書作成時点において入手した情報に基づきなされたものであり、当社が何らの検証を行っておらず、ま
た内容を保証するものではない公開情報を含んでいます。当社はこれらの記述を更新する義務を負っておりません。 

当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標は、当社が合理的と考える前提のもとに記述がなされていますが、
これらの将来に関する記述は、当社の将来の業績を保証するものではなく、これらの記述において表現または暗示されて
いる当社の将来の結果、業績、成果、財政状態と著しく異なる実際の結果、業績、成果、財政状態をもたらす可能性のあ
る、既知および未知のリスク、不確実性、その他あらゆる要素を含んでいます。 

CYBERDYNE株式会社
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